
第 36 回 建設業経理士 1 級（財務諸表） 超解答速報 

令和 7 年 3 月 9 日 

弥生カレッジＣＭＣ 横山 

＜解答検討会：資料＞ 

超解答速報は速報性を重視しております。 

この資料は弥生カレッジＣＭＣが担当者 1 人で解答検討用に作成したものであり計算ミ

ス や考え違いなどが含まれている可能性があります。解答検討会終了後に変更される可能

性があります。ご了承ください。 

 

（第 1 問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字数はこの程度で十分です。これ以上の時数でまとめるのは時間的に無理があります。 

 

※この解答は概説書を参考に記しましたが、このような解答はほぼ不可能だと思います。 

下記のような解答でも十分に点数が与えられると考えています。 

広義：収益とは経済的価値の増加である 

狭義：収益は実現したものに限る 

この内容に実現の 2 要件（財の引渡・現金同等物の受領）を記すことで加点要素あり 

根拠：収益を実現に限定したのは客観性・確実性を要するからである 

 

本日のお疲れ様会で、「このような回答を書いたがどうか？」とお知らせください。その場

で概説書などを調べて確認させて頂きます。 

 

 

問 1 

収益の概念については広狭ふたつの概念があります。 

広義の立場からは純資産の増加額（資本取引によるものを除く）をもって収益とみる考え

方である。 

これに対して、狭義の立場からは、財・用役の増加額に限定する考え方である。 

 

問 2 

期間利益の捉え方の相違に根拠がある。具体的には期間利益を分配可能利益と捉える場合

には広義説が採用され、期間利益を業績評価性と捉える場合には狭義説が採用される。 

 



 

 

（第 2 問） 

1 2 3 4 5 6 7 

費用 便益 財貨・用役 繰延 有価証券 潜在 資源 

ウ エ ソ チ シ ク コ 

 

（第 3 問） 

1 2 3 4 5 6 7 8 

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ B A Ａ 

4 は支払済みの部分＆販売会社の承諾（与信）という観点から財務 CF と考えた 

6 は微妙「3 年以内に償却しなければならない」規定なので（実務上という表現が怪しい） 

 

（第 4 問）記号は省略しています 

科目 金額 科目 金額 

リース資産 38,000,000 リース債務 38,000,000 

リース債務 

支払利息 

3,800,000 

200,000 

現金 4,000,000 

減価償却費 3,800,000 減価償却累計額 3,800,000 

減価償却費 5,054,000 減価償却累計額 5,054,000 

 

昨日の直前ＳＰで説明した内容がそのまま出題されました 

 

 

第 5 問は仕訳のみ検討会でご案内します 

  



 

 

3 月末までキャンペーン 
 

添削付き 

https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html
https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html

